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Chapter 5では本博士論文におけるまとめを記述されている c また、本研究で見出された反応は、様々な
有機天然化合物を合成するにあたり有用な知見となり、今後の天然物合成の基盤になることを期待する。
審査の結果の要旨
本研究では、騒蕩縮胞増殖阻害活性や昆虫接触阻害活性を有するポリケチド類やテルベンについて、合成
研究を行った。その研究の過程で、必要とする化合物を合成するために適した合成経路を開拓するとともに、
複数の二重結合の存在下で期待するこ重結合のみを酸化(ジヒドロキシ化)する方法や、位置選択的なアリ
ル酸化反応を開発した。特に、位置選択的アリル酸化反応では、反応の位置選択性を制御する因子として、
アリル位のアシロキシ基の電子求引性の重要性を提案し、実際にアシロキシ基の調節によって、位置選択性
の制御が可能であることを示した。
本研究は、さまざまな構造を持つ生物活性天然有機化合物に対する合成法の開拓を行ったものであり、合
成有機化学分野、天然物有機化学分野において有益な知見を提供したものとして評価される。
平成 24年2月13臼、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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